
令和７年９月１６日（火）午後２時 電気科計測実習室 

 

令和７年度修学旅行保護者説明会 

 

次第：１ 校長より 

２ 学年主任より 

３ 引率職員・旅行業者紹介 

４ 概要説明 

５ 質疑 

 

 １．行事の目的：（１）平和学習を通じて戦争の惨禍と命の尊さを学ぶ。 

 （２）体験学習を通じて沖縄の自然と文化を学ぶ 

 （３）班別研修を通じて自主性と協調性を身につける 

 

 ２．期日： 令和７年１０月１７日(金)～１９日(日)２泊３日 

 

 ３．目的地： 沖縄 

 

 ４．生徒１人当たりの旅費総額及びその内訳（令和７年９月現在、マリン体験の場合） 

                           ※学年 203 名全員参加として計算 

               生徒１人当たりの経費の総額     91,731 円 

    内訳 交通費（航空機、バス）       59,719 円 

         宿泊費                   21,450 円 

          食事代（体験学習２日目昼食）     1,100 円 

        拝観入場料(ひめゆり祈念資料館+美ら海水族館)         1,340 円 

        諸経費 添乗員経費（３名）        500 円 

            ガマガイド代           147 円 

            体験学習代          4,000 円 

           ※手荷物運送代（往復）     5,200 円（別途） 

           ※看護師（現地にて）旅費          円（別途） 

           ※レンタル携帯電話代            円（別途） 

          企画料金                             3,939 円 

          保険                      536 円 

         内訳：①修学旅行保険          300 円 

            ②航空機欠航補償保険       190 円 

            ③学校保険             46 円 

 

  ※２日目の体験学習で「伊江島サイクリング」を選択した場合は、昼食費が別途かかるこ

とになります。 

  ※班別行動（首里城守礼門～国際通り～那覇空港）があり、交通費・昼食費などかかる予 

   定ですので、お小遣いを考慮しておいて下さい。 

 

 ５．不参加の生徒は学校に登校し、課題学習を行う（１０月１７・２０・２１日）。 



 ６．宿舎：（第１泊目）マリンピアザオキナワ 

           〒905-0216 沖縄県国頭郡本部町字浜元 410 

           電話 ０９８０－４８－３０００ 

           https://m-piazza.com/ 

 

（第２泊目）（同上） 

 

 ７．行 程 １０月１７日（金） 

 8:20 羽田空港集合・9:40 発－那覇空港着 12:15＝ 

クラス別※南部戦跡平和学習＝ホテル着 

 ※コース詳細 

 １クラス 山城本部壕→ひめゆり平和祈念資料館→平和祈念公園 

 ２    アンティラ壕→ひめゆり平和祈念資料館→平和祈念公園 

 １    平和祈念公園→山城本部壕→ひめゆり平和祈念資料館 

 ２    平和祈念公園→アンティラ壕→ひめゆり平和祈念資料館 

 

１０月１８日（土） 

 ホテル発＝美ら海水族館＝コース別※体験学習＝ホテル着 

 ※コース一覧（料金は概算） 

  ① マリンスポーツ体験(ﾊﾞﾅﾅﾎﾞｰﾄ､ｻﾊﾞﾆ､ﾄﾞﾙﾌｨﾝｶﾞｲﾄﾞﾂｱｰ)4,000 円 

  ② マングローブ＆カヌー体験            4,000 円 

  ③ 清流トレッキング                4,000 円 

  ④ 沖縄文化体験                  4,000 円 

  ⑤ 伊江島サイクリング               4,000 円 

 

１０月１９日（日） 

 ホテル発＝首里城守礼門～国際通り等班別自由行動～ 

             那覇空港発 15:40→羽田空港着 18:15・解散 

 

 ８．交通機関：航空機、(現地)バス・モノレール 

 

 ９．旅行業者：名鉄観光サービス株式会社 さいたま支店 担当：増田 英明 

〒330-0803 埼玉県さいたま市大宮区桜木町４－３３３－１３ 

電話 ０４８－６４１－５３８８ 

 

１０．引率者：(校長)齋藤 潤 

       (教員)新田 裕康、田中 隆宏、世永 純平、曽原 千恵美、武内 大貴、 

          眞仁田 統、鈴木 美奈、鬼澤 史弥、佐藤 剛、熊谷 祐、 

          奥谷 美由紀                    (以上 12 名) 



１１．注意事項 

（１）ホテル 

   ・シリンダー式オートロック 

   ・ドライヤー 「部屋にドライヤーがついています」 

   ・貴重品の管理「部屋の金庫（カギ式）に入れ、室長がカギを管理する」 

 

（２）健康管理  

  ①旅行前「体調を整える」 

      ・規則正しい生活習慣（食事・睡眠・排便など） 

      ・医師の診断    （風邪、歯痛、アレルギー等、不調なところがある人）       

   ・薬の用意          （普段服用しているもの・酔い止めなど） 

      ・健康保険証（個人カード型は原本・世帯 1 枚様式はコピー）を用意 

   ・アレルギー体質の者や薬を常時服用している者は、前もって担任に申し出る。 

  ②出発の朝「十分な健康観察」 

      ・消化がよくバランスの取れた朝食摂取 

      ・不調の場合は無理をせず、参加を取りやめる 

  ③旅行中「決して無理をしない」 

   ・乗り物酔いや発熱、腹痛を起こしやすい者は常備薬を持参すること。 

   ・暴飲暴食は慎み、決められた食事以外は控えること。 

   ・消灯時間を守り、十分に睡眠をとること。 

   ・病気、ケガ等の時は、保護者に迎えに来てもらうことがあります（特にインフルエン 

    ザなど、感染症の場合）。 

  ④旅行後「十分な休養」 

      ・普段の生活習慣へ   （ゆったりと過ごしながら戻していく） 

 

（３）生活のきまり（心得） 

  ①服装・頭髪等 

   ・高校生らしい、華美でない私服とする。 

   ・一日目のガマ体験では汚れても良い服装とし、滑りやすい靴（革靴など）は避ける。 

   ・頭髪は校則に基づく。また、装飾品は身に付けない。 

 

  ②携行品について ※別紙「事前輸送荷物・機内持ち込み手荷物の可否」もご参照下さい。 

   ・修学旅行に必要の無い物は持って行かない。（紛失時、責任は負えません） 

   ・各自、持ち物の紛失には十分注意し、責任を持って管理する。 

   ・ペットボトル飲料、化粧水、香水などは、搭乗時セキュリティチェックで時間を要す 

    るため、持参不可とする。 

   ・懐中電灯は、本体と電池を別々にしておく。 

   ・携行品（共通）    ※体験学習で必要なものは、最終ページを参考に 

      生徒手帳、しおり、筆記用具、小遣い（多くても３万円以内にする）、着替え、 

      一日目昼食、洗面用具、常備薬、雨具、部屋着（ジャージ・スエット等）、 

      （ガマ体験で必須）軍手、懐中電灯、ジャージ等 



（４）その他 

   ・お土産に便利な、ギフトカタログを後日配布します。申し込みはインターネット、ま

たは配布する申込書から行います。インターネット申込み（クレジット・銀行振込・

代金引換より選択）は 10/10(金)までに、紙の申込書の場合（代金引換のみ）は 10/3(水)

までに担任へ提出して下さい。 

   ・行きの荷物（１点のみ）は 10 月 15 日(水)トラックに積み込み、ホテル宛発送します。 

   ・帰りの荷物（１点のみ）は 10 月 19 日(日)に自宅宛（本人伝票記入）、発送します。 

   ・２日目コース別体験学習 

    ① マリン体験(ﾊﾞﾅﾅﾎﾞｰﾄ･ｻﾊﾞﾆ･ﾄﾞﾙﾌｨﾝｶﾞｲﾄﾞﾂｱｰ)生徒 74 名、教員 4 名・添乗員 1 名 

     ホテル＝美ら海水族館＝ホテル（昼食）…もとぶ元気村…ホテル 

     概算料金 4,000 円／人 

     持ち物：濡れても良い服装、サンダル、カッパ、タオル（ホテルの物は持ち出し不

可）、着替え等 

     体験業者：もとぶ元気村（https://owf.jp/） 

 

    ②慶佐次川マングローブ観察とカヌー体験         生徒 31 名、教員 2 名 

     ホテル＝美ら海水族館＝ホテル（昼食）＝東村ふれあいヒルギ公園＝ホテル 

     概算料金 4,000 円／人 

     持ち物：濡れても良い服装、サンダル、タオル（ホテルの物は持ち出し不可）、飲

み物、着替え（下着も含めた一式）、帽子等 

     体験業者：やんばる自然塾（https://gesashi.com/） 

 

    ③清流リバートレッキング                生徒 43 名、教員 2 名 

     ホテル＝美ら海水族館＝ホテル（昼食）＝羽地の駅集合（名護市真喜屋）＝ホテル 

     概算料金 4,000 円／人 

     持ち物：濡れても良い靴（つま先が隠れ、かかとが固定できる履物）、濡れても良

い服装（濡れても良い長袖、長ズボン（袖をまくりやすいもの）または半

袖・短パンの下にレギンスやスパッツ、アンダーシャツなど、着替え 

あると便利なもの：帽子、雨ガッパ、虫除けシート（虫除けスプレーは運搬時に不

可となるため）、飲み物、タオル（ホテルの物は持ち出し不可） 

体験業者：がじゅまる自然学校（https://wens.gr.jp/gajumaru/） 

 

    ⑤伊江島サイクリング            生徒 53 名、教員 3 名、添乗員 1 名 

     ホテル＝美ら海水族館＝本部港～伊江島（各自昼食・島内サイクリング）～ 

本部港＝ホテル 

     概算料金 4,000 円／人 

     持ち物：レインコート、お小遣い（昼食代含む） 

 



品名 事前輸送荷物 当日持参手荷物

化粧水 × ○

香水 × ○

へアワックス ○ ○

オキシドール × ○

整髪料（スプレー） × ○

整髪料（スプレー以外） ○ ○

制汗スプレー × ○

消毒液（スプレータイプも含む） ×

○
（きちんとキャップがしてあ
り、１容器あたり０，５㎏また
は０，５リットル以下のもの）

充電器（電池式） × ○

スマートフォン × ○

モバイルバッテリー × ○

デジタルカメラ × ○

体温計 × ○

コンタクトケア ○ ○

日焼け止めクリーム × ○

目薬 ○ ○

洗顔クリーム ○ ○

シャンプー・リンス ○ ○

ウェットティッシュ ○ ○

制汗シート（医療品以外） ○ ○

ハンドクリーム ○ ○

マキロン ○ ○

アイボン ○ ○

懐中電灯 × ○
本体と電池を別々にしておく

ヘアアイロン
充電式のもの

× ×

かみそり ×
○

（刃渡り４ｃｍ以下に限る）

ペットボトル・飲み物等 × ○

＜事前輸送荷物・機内持込手荷物の可否＞


	
	荷物輸送の注意事項


